
― 22―

３．学校推薦型選抜【指定校選抜】〈専願制〉

 　 Ⅰ．学部・学科および募集人員 　 
募集人員については 11 ページを参照してください。

 　 Ⅱ．出　願　資　格 　 
出身高等学校長（本学が指定する学校を対象とする）が推薦し，本学の条件を満たす者。

 　 Ⅲ．入　試　日　程 　 

選抜区分 出願受付期間 試験日 合格発表

Ⅰ期 2023年10月2日（月）〜10月16日（月） 2023年10月21日（土） 2023年11月6日（月）

Ⅱ期 2023年11月1日（水）〜11月13日（月） 2023年11月18日（土） 2023年12月1日（金）

※ 出願する選抜区分の出願受付期間内にインターネットからの出願申込と入学検定料の支払いを完了し，かつ，Ⅰ期は
10 月 17 日（火），Ⅱ期は 11 月 14 日（火）午後４時までに本学必着で出願書類を提出してください（持ち込み可）。

 　 Ⅳ．出 願 に つ い て 　 

次のとおり出願手続を行ってください。
① 出願申込（インターネット出願）

出願期間内にインターネット出願サイトから出願申込をし，入学検定料の支払いを行ってください。
※インターネット出願の詳細については，44 ページ以降の「13．出願について」を参照してください。

② 入学検定料
検定料………35,000 円
詳しくは 49 ページの「Ⅱ．入学検定料」を別途参照してください。

③ 出願書類の郵送
市販の封筒にインターネット出願から印刷した宛名ラベルを貼付し，出願書類提出期限（必着）までに出願書類を
提出してください。
※ 50 ページ以降の「Ⅲ．出願書類について」を参照してください。
※芸術学科は作品の写真 2 点の提出が必要となります。

 　 Ⅴ．入　学　試　験 　 

① 時間割
全学科

試験室入室完了 9時00分　

面　　接 9時15分〜

② 受験上の注意事項
53 ページをよく読み試験に臨んでください。
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指定校

 　 Ⅵ．選　抜　方　法 　 
次の各項から，学力を構成する三つの要素（「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」）お
よび高等学校においての学習態度等を総合して選考のうえ，合格者を決定します。
　　・書類審査 ────  出身高等学校長の作成した学校推薦型選抜【指定校選抜】推薦書（巻末様式１），調査書等に

より審査します。
　　・面　　接 ──── 簡単な口頭試問を含みます。

 　 Ⅶ．選　考　会　場 　 

受験地…倉敷
　　　　　※Ⅱ期については，状況に応じて，オンライン面接を実施する場合があります。
　　　　　　オンライン面接をご希望の方は出願前に入試広報部（086-440-1112）までご連絡ください。
詳しくは 59 ページ以降の「22．試験会場について」を別途参照してください。

 　 Ⅷ．合　格　発　表 　 
合格発表については 54 ページ以降の「15．合格発表について」を別途参照してください。
なお，合否結果を学校長宛にも通知しますので，ご了承ください。

 　 Ⅸ．特　　　　　典 　 

入学金減免制度
本選抜の合格者は，入学前の学習などに活用していただくため，入学金 220,000 円のうち 100,000 円を減免します。

種類 選考対象 人　数 免除内容

入学金減免制度 − 学校推薦型選抜【指定校選抜】の
合格者全員 入学金のうち 100,000 円免除

受験生宿泊支援制度
宿泊を希望される受験生本人の１部屋（１名）分の宿泊費を大学が負担します。
・東横イン　倉敷駅南口
　岡山県倉敷市阿知 2-10-20　☎ 086-430-1045
　詳しくは 64 ページの「Ⅴ．指定校選抜・推薦Ａ・Ｂ方式の受験生宿泊支援制度について」を別途参照してください。

 　 Ⅹ．そ　 の 　他 　 

「入試特待生チャレンジ制度」
学校推薦型選抜【指定校選抜】に合格した場合，次の入試区分で特待生等を目指す「入試特待生チャレンジ制度」を利
用することができます。詳しくは 41 ページの「①入試特待生チャレンジ制度」を参照してください。

［Ⅰ期合格者が利用可能な選抜区分と特待生制度］ 
総合型選抜【文武両道型】・・・・・・・・・・・・・文武両道特待生
学校推薦型選抜【推薦Ｋ方式（広域型）】・・・・・・特待生Ⅱ，特待生Ｋ，入試特別奨学生
一般選抜【前期Ａ，前期Ｂ】・・・・・・・・・・・・特待生Ⅰ，特待生Ⅱ

［Ⅱ期合格者が利用可能な選抜区分と特待生制度］
学校推薦型選抜【推薦Ｋ方式（広域型）】・・・・・・特待生Ⅱ，特待生Ｋ，入試特別奨学生
一般選抜【前期Ａ，前期Ｂ】・・・・・・・・・・・・特待生Ⅰ，特待生Ⅱ

※ 一般選抜【前期Ａ，前期Ｂ】で入試特待生チャレンジ制度を利用する場合，検定料が免除となります。（49 ページの
「入試特待生チャレンジ制度を利用する場合の一般選抜【前期Ａ，前期Ｂ】の検定料」参照）


